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桃
花
塾
は
、
大
正
五
年
岩
崎
佐
一
に
よ
っ
て
大
阪
に
開
設
さ
れ
た
精
神
薄
弱
者
施
設
で
あ
る
。

る
の
は
、
明
治
二
十
四
年
、
石
井
亮
一
に
よ
っ
て
東
京
に
聞
か
れ
た
瀧
野
川
学
園
、
明
治
四
十
二
年
、
脇
田
良
吉
に
よ
っ
て
京
都

に
開
か
れ
た
白
河
学
園
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
桃
花
塾
は
、
わ
が
国
で
第
三
番
目
に
開
設
さ
れ
た
精
神
薄
弱
者
の
収
容
保
護
の
施

設
で
あ
っ
て
、
創
設
以
来
五
十
年
を
こ
え
た
乙
と
に
な
る
。

最
初
は
大
阪
市
内
に
開
設
さ
れ
た
が
、
昭
和
九
年
に
、
現
在
の
大
阪
府
富
田
林
市
喜
志
に
移
さ
れ
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
成
人

部
が
増
設
さ
れ
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
今
回
改
築
し
た
の
は
、
成
人
部
、
本
部
、
教
室
、
遊
戯
室
を
除
く
、
児
童
関
係
の
諸
建

築
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
正
十
二
年
建
築
の
木
造
二
階
の
児
童
居
室
を
中
心
と
す
る
老
朽
化
し
た
諸
施
設
、
計
五
棟
、
一
、

O

で
、
そ
れ
を
撤
去
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
、
の
べ
つ
二
三
三
d

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画

l
l福
祉
施
設
の
設
計

ωーー

平岩碓

企
画
担
当
者

四
三
d

(
一
一
二
六
坪
)

八

崎井

次

哲乾隆

日
月
t
k
y
 

塚乙
の
種
施
設
で
と
れ
に
先
ん
じ

(
三
七
四
坪
)

を
新
築
し
た



も
の
で
あ
る
。

近
時
は
、
精
神
薄
弱
者
問
題
が
と
み
に
社
会
の
関
心
を
集
め
、

施
設
の
新
設
も
諸
処
に
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
特
異
性
に
応
じ
た

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
が
出
つ
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

い
っ
た
い
、

重
度
精
神
薄
弱
児
施
設
の
建
築
造
園
に
は
何
が
要
求
さ
れ
て
い
る

の
か
、
わ
れ
わ
れ
が
乙
の
課
題
意
識
を
も
っ
て
、
企
画
設
計
に
あ
た
る
こ
と
一
年
有
半
、

部
分
的
、
全
体
的
な
会
議
、
打
合
せ
会

を
も
っ
乙
と
、
恐
ら
く
数
十
回
に
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

よ
う
や
く
案
が
凝
固
し
、
図
面
が
完
成
し
、
株
式
会
社
大
林
組
に
よ
っ
て

着
工
さ
れ
た
の
が
、

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
、
四
十
二
年
九
月
に
は
落
成
を
み
て
、
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
企
画
設
計
の
担
当
者
は
、
関
西
福
祉
建
築
造
園
研
究
会
を
中
心
と
す
る
、
下
記
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

人
」工一

画

岩
崎
乾

碓
井
隆
次

平
塚
哲
朗

建
築
設
計

藤
田
昌
美

進
藤
凡
海

造
園
設
計

浜
田
紀
子

田
中
稔
子

な
お
右
の
ほ
か
、
調
理
室
に
つ
い
て
は
待
井
和
江
、
造
園
企
画
に
つ
い
て
は
岡
本
誌
明
、
心
理
学
に
つ
い
て
は
倉
戸
ヨ
シ
ヤ
、

運
動
機
能
に
つ
い
て
は
三
宅
照
子
、
生
活
指
導
各
般
に
つ
い
て
は
桃
花
塾
職
員
の
各
位
か
ら
助
言
を
得
た
。
ま
た
、
大
阪
周
辺
の

諸
施
設
に
は
、
設
計
グ
ル
ー
プ
が
訪
問
し
、
現
場
に
即
応
し
た
各
種
意
見
の
提
供
を
受
け
た
。

基
本
的
要
件

(1) 

室

五
人
以
下

児
童
定
員
|
|
六
五
名
定
員
と
し
て
企
画
し
た
。

居
室
面
積
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
二
・
四
七

d

八
歳
以
上
は
男
女
別
室
と
、
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
に
は
規
定
さ
れ
て
い
る
。

(
0
・
七
五
坪
)

以
上
、

面
積
は
得
ら
れ
る
が
、
問
題
に
な
る
の
は
男
女
の
比
率
で
あ
る
。

が
、
そ
の
男
女
別
定
員
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
居
室
総

精
神
薄
弱
児
は
明
ら
か
に
男
子
に
多
く
、
女
子
に
少
な
い

入
所
児
童
の
男
女
の
比
率
の
変
化
に
応
じ
得
る
だ
け
の
計
画
が
必
要
で
あ

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

九



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

二

O

る
。
こ
の
点
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
の
よ
う
な
決
定
的
な
定
員
規
定
は
当
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
男
子
四

0
1四

五
人
、
女
子
二

0
1
二
五
人
の
収
容
が
可
能
な
計
画
を
立
て
る
乙
と
に
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
精
神
薄
弱
者
対
策
の
方
向
、
及
び
、

従
来
の
多
く
の
施
設
が
た
ど
っ
た
歩
み
を
参
案
し
た
場
合
、
定
員
増
加

の
行
な
わ
れ
る
乙
と
も
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
点
、

一O
O人
ま
で
の
増
加
が
あ
り
得
る
と
し
、
男
子
六

0
1七

五
人
、
女
子
二
五

1
四

O
人
と
予
想
す
る
こ
と
に
し
た
。
定
員
増
の
場
合
は
、
居
室
、
便
所
、
当
直
室
な
ど
の
増
設
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
増
設
部
分
の
配
置
を
予
定
す
る
と
と
も
に
、

食
堂
、

調
理
室
、
浴
室
、
洗
濯
設
備
な
ど
は
、

そ
の
人

員
増
に
耐
え
得
る
だ
け
の
企
画
が
必
要
に
な
る
。

(2) 

児
童
の
年
齢
・
体
格
!
!
こ
の
施
設
の
対
象
年
齢
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
か
ら
十
八
歳
が
限
界
で
あ
る
。

は
少
な
い
が
、
今
後
の
入
所
は
低
年
齢
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

現
在
は
、
幼
児

男
女
別
の
定
員
を
明
確
に
し
得
な
い
と
同
様
に
、
年
齢

別
定
員
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
就
学
年
齢
前
後
の
児
童
の
入
所
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
度
精
神

薄
弱
児
は
、
明
ら
か
に
体
格
が
悪
い
。

こ
の
施
設
の
ほ
と
ん
ど
の
児
童
は
、
身
長
・
体
重
・
胸
囲
と
も
に
、
各
年
齢
の
標
準
よ

り
劣
っ
て
い
る
。

ど
は
い
え
、
全
員
が
例
外
な
く
劣
る
わ
け
で
も
な
く
、

そ
の
劣
位
が
は
な
は
だ
し
く
な
い
も
の
も
多
い
。
と

い
う
こ
と
は
、
諸
設
備
も
、

幼
児
の
体
格
か
ら
青
年
の
体
格
に
応
じ
る
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

(3) 

精
神
発
達
の
遅
滞
1

1
旧
来
か
ら
の
精
神
薄
弱
の
段
階
区
分
に
従
え
ば
、

(
測
定
不
能
が
多
い

の
白
痴
と
、

こ
こ
の
収
容
児
童
は
、

I

Q
二

0
1
二

五

以

下

I

Q
五

O
以
下
の
痴
愚
で
あ
る
。
乙
れ
を
越
え
る
例
外
も
僅
か
は
あ
る
が
、
下
の
限
界
は

は
な
は
だ
し
い
し
体
不
自
由
を
伴
な
う
重
症
心
身
障
害
児
は
、
乙
の
施
設

歩
行
も
で
き
な
い
よ
う
な
極
端
な
遅
滞
の
も
の
や
、

の
対
象
で
は
な
い
。
白
痴
と
い
え
ば

精
神
発
達
が
乳
児
の
段
階
を
越
え
な
い
も
の
、
痴
愚
と
い
え
ば
、

そ
れ
が
幼
児
の
段
階

を
越
え
な
い
も
の
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

い
わ
ゆ
る
抽
象
的
思
考
能
力
と
か
、

事
態
の
変
化
に
応
じ
る
判
断
力
は
著
し
く
欠
け
て

い
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が

言
語
表
現
に
達
し
な
い
で
叫
び
だ
け
の
も
の
、
食
事
、
排
油
、
着
衣
、
脱
衣
、
衛
生
な
ど
身
辺
処



理
の
困
難
な
児
童
が
多
い
。
身
体
の
各
種
の
運
動
機
能
は
、

ほ
ぽ
I

Q
に
比
例
し
て
遅
滞
し
て
い
る
口
安
全
に
つ
い
て
も
特
別

の
注
意
を
必
要
と
す
る
、
外
部
に
迷
い
出
て
帰
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
、

け
ん
か
な
ど
も
普
通
の
児
童
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
こ
と
を
す
る
:
・
:
:
:
そ
の
特
殊
性
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
乙
と
か
ら
建
築
の
企
画
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
絶
え
ざ
る
指
導
、
訓
練
を
必
要
と
す
る
こ
と
、

関
さ
れ
た
精
神
機
能
を
刺
戟
し
開
発
す
る
こ
と
、
常
に
指
導
者
の

管
理
下
に
お
く
こ
と
と
い
え
よ
う
。

(4) 

付
随
す
る
障
害

l
l二
重
三
重
と
い
う
こ
と
ば
が
よ
く
使
わ
れ
る
が
、

重
度
精
神
薄
弱
に
ほ
知
能
遅
滞
以
外
の
障
害
の
伴
な

動
機
能
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
が
、

っ
て
い
る
例
が
多
い
。
そ
の
一
つ
は
運
動
機
能
の
障
害
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
精
神
薄
弱
に
は
精
神
発
達
に
相
応
す
る
運

こ

れ

と

は

別

に

脳

性

小

児

マ

ヒ

の

場

合

な

ど

は

、

し

体

不

自

由

が

伴

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

不
自
由
、
足
が
不
自
由
だ
と
い
う
児
童
は
多
い
。

な
っ
て
い
る
。
そ
の
は
な
は
だ
し
い
重
症
心
身
障
害
児
は
、
こ
乙
の
対
象
外
で
あ
る
乙
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
手
が

し
体
不
自
由
と
は
い
え
な
い
が
、
蒙
古
症
の
場
合
な
ど
は
、
運
動
の

ま
た
、

異
常
が
み
ら
れ
る
。

言
語
能
力
の
遅
滞
と
な
ら
ん
で
、
脳
性
小
児
マ
ヒ
の
場
合
に
は
、
発
音
の
マ
ヒ
が
と
も
な
う
。

視
力
、
聴
力
の
障
害
も
あ
る
口

精
神
面
で
は
、
各
種
の
異
常
癖
や
情
緒
障
害
の
伴
な
う
も
の
の
多
い
乙
と
、

こ
の
他
、
例
は
少
な
い
が
、

例
は
少
な
い
が
小
児
自
閉
症
の
児
童
の
入
所
す

る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
重
度
精
神
薄
弱
に
例
の
多
い
の
は
テ
ン
カ
ン
で
あ
る
。

訓
練
の
場
と
し
て
考
え
る
と
と
も
に
、
安
全
、
管
理
へ

こ
れ
ら
の
点
か
ら
建
築
企
画
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
治
療
、

の
関
心
が
じ
?
っ
ぷ
ん
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(5) 

健
康

i
l重
度
精
神
薄
弱
児
は
、
体
格
が
悪
い
ば
か
り
で
な
く
虚
弱
で
あ
る
。
体
温
が
低
い
と
か
、
痛
覚
が
鈍
い
と
か
、
内

臓
が
弱
い
と
か
、
生
理
的
、
器
質
的
な
異
常
の
あ
る
も
の
が
多
い
し
、
ま
た
、
短
命
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
虚
弱

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

で
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
い
こ
と
の
原
因
に
は
、

食
生
活
そ
の
他
の
生
活
習
慣
に
節
度
が
な
い
乙
と
、
衛
生
観
念
の
欠
徐
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
建
築
企
画
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
健
康
、
衛
生
の
条
件
に
特
に
留
意
す

る
乙
と
で
あ
る
。

(6) 

人
格
形
成
|
|
精
神
薄
弱
児
に
は
情
緒
障
害
を
伴
な
う
と
と
が
多
く
、

ま
た
、

人
格
形
成
諸
般
の
発
達
の
遅
滞
も
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、

一
方
に
は
、
環
境
の
圧
力
か
ら
く
る
人
格
の
ひ
ず
み
の
あ
る
乙
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
隣
か
ら

の
軽
視
や
差
別
待
遇
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
内
で
も
特
別
の
扱
い
を
受
け
た
り
、
親
の
過
剰
保
護
が
あ
っ
た
り
す
る
。

ま
7こ

家
庭
の
条
件
か
ヨ
り
す
れ
ば
、
現
在
の
養
護
施
設
の
よ
う
に
崩
壊
家
庭
の
児
童
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
正
常
な
家
庭
の
児
童
が
多

い
が
、
精
神
薄
弱
児
が
一
人
い
れ
ば
、
家
族
の
中
に
大
な
り
小
な
り
問
題
を
投
じ
る
こ
と
に
な
り
、
崩
壊
家
庭
で
な
い
ま
で

も
、
家
族
の
人
間
関
係
に
困
難
を
は
ら
む
こ
と
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
離
し
て
、
施
設
に
収
容
す
る
と
、
抑
圧
が
と

れ
明
る
く
な
る
傾
向
も
あ
る
が
、
建
築
企
画
と
し
て
も
、
解
放
、

明
朗
な
ど
の
要
素
を
強
調
し
、

人
格
の
健
全
育
成
の
場
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
家
庭
か
ら
分
離
さ
れ
た
児
重
で
あ
る
点
か
ら
は
、
家
庭
的
な
温
か
さ
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、
口

さ
ら
に
、
施
設
を
訪
問
し
て
く
る
保
護
者
と
わ
が
子
と
の
面
会
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
子
の
面
会
に
は
、
水
い
ら
ず
の
要
素
も
必
要
で
あ
る
が
、
親
に
来
て
も
ら
え
な
い
児
童
へ
の
影
響
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
保
護
者
と
職
員
の
面
接
に
は
、
し
ば
し
ば
私
生
活
に
わ
た
る
秘
密
事
項
も
あ
る
D

保
護
者
と
職
員
と
の
面
接
も
、
建
築
企
画
で
は
重
視
し
な

(竹

職
員
|
!
児
童
収
容
施
設
の
方
式
に
は
、
大
舎
制
と
小
舎
制
、

あ
る
い
は
寄
宿
舎
制
と
家
庭
寮
舎
制
の
両
端
が
あ
る
。
そ
の

利
害
は
と
も
か
く
と
し
て
、

公
営
施
設
は
前
者
に
傾
き
つ
つ
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
民
営
施
設
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
乙

と
が
多
い
。

と
の
施
設
は
、

い
わ
ば
そ
の
中
聞
を
行
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
塾
長
、
あ
る
い
は
家

族
持
ち
の
職
員
が
施
設
の
一
部
に
住
み
こ
ん
で
、

指
導
の
中
心
と
な
り
、
他
の
指
導
員
や
保
母
は
当
直
す
る
か
住
み
こ
ん
で
養



護
を
担
当
す
る
行
き
方
で
あ
る
。

特
別
の
情
緒
障
害
の
あ
る
児
童
は
、

一
般
の
居
室
か
ら
離
し
て
、
私
宅
部
分
に
引
き
取
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
的
な
も
の
を
盛
り
こ
み
、

か
つ
昼
間
、
夜
間
の
管
理
を
能
う
か
ぎ
り
容
易
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
、
新
入
所
児
童
の
同
伴
保
護
者
や
実
習
学
生
の
臨
時
宿
泊
、

用
務
員
の
住
み
こ
み
、
被
服
の
洗
濯
、
整
理
、
保
管

こ
の
企
画
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
端
に
わ
た
る
が
、

な
ど
の
特
殊
性
に
い
か
に
応
じ
る
か
に
あ
る
。

な
ど
、

中
心
の
課
題
は
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の
養
育
、
訓
練
、
治
療

建
築
敷
地
の
条
件

政
担
ま
、

I
l
l
l
 
西
に
連
な
る
丘
陵
か
ら
束
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
て
い
る
山
林
を
中
心
と
す
る
七
五
、
九

ood

道
路
か
ら
敷
地
へ
の
入
口
は
貯
水
池
の
堤
防
と
な
っ
て
い
る
。
東
は

(
二
、
三

0
0

坪
)
で
あ
る
。
南
に
は
貯
水
池
を
へ
だ
て
て
道
路
が
あ
り
、

平
地
と
な
り
水
田
が
聞
け
て
い
る
が
、
宅
地
造
成
が
諸
処
に
進
ん
で
い
る
。

こ
の
平
野
部
の
約
六

O
O
m
東
を
近
鉄
南
大
阪
線
が

は
し
り
「
喜
士
山
」

の
駅
が
あ
る
。
北
は
谷
を
へ
だ
て
て
山
林
に
隣
接
し
て
い
る
。

構
内
の
山
林
は
松
そ
の
他
の
雑
木
に
お
お
わ
れ
、
小
径
が
四
通
し
、
睡
蓮
池
あ
り
、

遊
具
を
配
し
た
小
運
動
場
あ
り
で
、
自
然

を
よ
く
保
存
し
た
好
環
境
で
あ
る
が
、
椎
葺
栽
培
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
山
林
の
北
と
東
の
す
そ
に
は
畑
が
あ
っ
て
野
菜
、

花
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
職
業
指
導
の
園
芸
で
あ
る
が
、
食
料
自
給
の
意
義
も
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

東
南
部
に
は
、

成
人
部
(
男
子
の
み

が
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
製
産
設
備
が
隣
接
し
て
い
る
。

本
部
、
教
室
、
遊
戯
室
と
、
今
回
改
築
し
た
児
童
部

は
、
貯
水
池
を
前
に
ひ
か
え
た
敷
地
の
南
東
部
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
(
参
照
、
配
置
図
)

改
築
の
児
童
部
は
、

こ
の
広
い
敷
地
内
の
他
の
位
置
に
建
築
し
て
は
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、

北
と
西
に
山
林
を
負
い
、
貯

水
池
に
・
向
か
っ
て
東
南
に
傾
斜
す
る
こ
の
位
置
を
選
ん
で
、

旧
児
童
部
が
お
か
れ
た
理
由
は
よ
く
納
得
さ
れ
る
。
東
南
を
受
け
る

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

二
四

か
ら
日
照
条
件
は
は
な
は
だ
よ
い
。

冬
の
日
を
よ
く
受
け
る
と
と
も
に
、
夏
の
日
は
山
林
で
さ
え
ぎ
ら
れ
る
。
ま
た
、
冬
季
の
主

要
風
向
は
、
北
風
又
は
北
西
風
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
背
後
の
山
林
に
よ
っ
て
防
が
れ
る
。

旧
児
童
部
は

こ
の
東
南
を
受
け
た
斜

面
に
、
三
段
に
わ
け
で
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
傾
斜
や
高
低
に
は
、
あ
ま
り
大
き
な
土
地
造
成
の
要
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
ば
か
り
で
な
く
、
門
や
本
部
そ
の
他
と
の
関
連
、

旧
造
園
と
新
造
園
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
今
回
の
改

築
も
、

旧
児
童
部
を
撤
去
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

台
風
の
と
き
は
南
の
風
が
強
い
、

大
雨
の
と
き
は
西
側
の
ミ
ゾ
に
か
な
り
の
流
水
が
集
ま
る
こ
と
は
留
意
を
要
す
る
が
、
地
質

調
査
も
あ
り
特
別
な
土
地
造
成
を
し
な
け
れ
ば
地
盤
に
も
大
し
て
問
題
は
な
い
。

数
年
前
の
大
雪
で
、
山
林
の
松
が
倒
れ
、
家
屋

の
雨
樋
が
破
損
し
た
く
ら
い
が
、
被
害
の
歴
史
と
い
い
得
る
も
の
で
あ
る
。

ガ
ス
は
来
て
い
な
い
か
ら
プ
ロ
パ
ン
を
使
用
す
る
。

水
道
は
き
て
い
る
が
、

そ
の
敷
設
以
前
に
使
っ
て
い
た
湧
水
が
、
北
西
隅

に
あ
る
。

四

建
築
・
造
園
設
計
の
概
要

児
童
部
改
築
の
敷
地
は
、
西
は
ミ
ゾ
を
境
と
し
た
隣
接
の
正
陵
、

北
は
本
部
下
の
崖
、
東
は
門
か
ら
本
部
へ
の
道
と
、
既
設
の

遊
戯
室
、
南
は
貯
水
池
に
区
切
ら
れ
た
、
東
西
約
四

O
m
、
南
北
約
五

O
m
、
面
積
約
二
、

ooodの
傾
斜
地
で
あ
る
。

こ
の

最
上
段
に
あ
っ
た
旧
児
童
部
本
館
と
、

最
下
段
に
あ
っ
た
旧
男
子
居
室
棟
と
の
地
盤
の
差
は
三
・
七
五

m
で
あ
っ
て
、
中
間
部
は

約
五
分
の
一
の
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ
て
い
る
D

こ
の
範
囲
に
、
前
記
の
要
求
を
満
た
す
建
築
と
造
園
を
い
か
に
お
さ
め
る
か
、

乙

れ

に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
の
意
見
や
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
の
論
議
に
か
な
り
の
時
間
を
使
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
到
達
し
た
の
は

平
面
図
に
示
す
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
そ
の
要
点
と
理
由
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

噌

i

(
参
照
、
平
面
図
)

北
西
カ
ギ
型

1

l
二
階
建
て
の
北
棟
と
西
棟
を
カ
ギ
型
に
配
し
て
、

内
庭
を
い
だ
き
、
建
物
の
主
要
開
口
面
を
こ
の
内
庭
に



向
か
わ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
配
置
を
と
れ
ば
、

日
照
条
件
が
は
な
は
だ
よ
く
な
る
。

冬
の
朝
の
日
照
は
南
に
偏
す
る
か
ら
、
朝

か
ら
暖
か
い
。
夏
の
太
陽
は
北
に
偏
す
る
か
ら
、
開
口
部
に
あ
ま
り
入
ら
な
い
。

相
当
に
防
ぐ
が
、
北
西
カ
ギ
型
の
建
物
も
そ
の
防
壁
と
な
っ
て
、
内
庭
に
入
ら
な
い
。 ま
た
、
冬
の
北
西
風
は
、
背
後
の
山
林
で
も

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
屋
内
、
屋
外
を

一
体
と
し
た
、
解
放
的
で
健
康
な
生
活
が
、

四
季
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

将
来
の
増
築
が
行
な
わ
れ
る
場
合
は
、
敷
地
の
南
よ
り
に
そ
れ
を
配
し
、

全
体
を
逆
コ
の
字
型
に
す
る
口

こ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
、
上
記
の
条
件
は
満
足
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
条
件
と
と
も
に
、
今
一
つ
考
え
た
こ
と
は
、
見

通
し
を
よ
く
し
、
管
理
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

の
A

北
棟
、
西
棟
の
地
盤
の
差

l
l断
面
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

西
棟
山
崎
北
棟
よ
り
も
一
・
四

m

(
階
高
の
二
分
の
二

だ
け
低

め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
西
棟
の
階
上
の
食
堂
は
、
北
棟
の
中
二
階
の
高
さ
に
あ
り
、

こ
れ
に
向
か
っ
て
、
北
棟
の
階
上
、
階
下

か
ら
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
て
あ
る
。

こ
う
し
た
理
由
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
基
本
的
に
ほ
、

南
に
向
か
っ
て
傾
斜
す
る
地
形
に
応

じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
形
に
素
直
に
応
じ
れ
ば
、
土
地
の
造
成
も
僅
少
で
す
む
し
、

基
礎
工
事
も
楽
に
な
っ
て
、
経
済

で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
経
済
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

南
に
向
か
っ
て
低
く
な
る
と
い
う
土
地
そ
の
も
の
の
自
然
環
境
条
件

の
良
さ
を
活
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

南
に
増
築
棟
が
で
き
た
場
合
、

そ
れ
が
低
ま
っ
て
お
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
〆
日
照
も
良
く
な
る

し
、
展
望
も
さ
ま
た
げ
な
い
。

南
棟
を
平
家
に
す
る
か
、
二
階
建
て
に
す
る
か
な
ど
の
予
定
は
な
い
が
、
上
段
の
北
棟
と
の
地

盤
の
差
が
三

m
を
こ
え
て
い
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
一
階
の
階
高
の
差
で
あ
る
。

西
棟
が
そ
の
中
間
の
二
分
の
一
階
高
だ
け
低
め
て

あ
れ
ば
、
増
築
の
場
合
も
、
全
体
の
連
な
り
が
自
然
に
な
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
増
築
の
場
合
を
考
え
な
く
て
も
、
中
二

階
の
高
さ
に
あ
る
食
堂
と
、
北
棟
の
階
上
、
階
下
と
の
連
絡
は
、

ス
ロ
ー
プ
に
よ
っ
て
、
各
二
分
の
一
階
高
の
上
り
下
り
で
足

り
る
こ
と
に
な
る
。

(3) 

管
理
部
門

!
l事
務
室
、
面
接
室
、
抱
設
長
居
宅
の
主
要
管
理
部
門
は
、

す
べ
て
北
棟
の
東
端
の
階
下
、
階
上
に
配
し
た
。

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
主
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

二
五



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

一一六

こ
と
に
配
し
た
理
由
は
、
本
部
に
近
い
こ
と
、

外
部
か
ら
の
入
口
に
あ
る
な
ど
の
利
便
と
と
も
に
、
管
理
を
容
易
に
す
る
た
め

で
あ
る
。
管
理
の
す
べ
て
が
見
通
し
で
は
な
い
が
、

見
通
し
の
良
さ
は
そ
の
基
本
要
件
で
あ
る
。

こ
の
部
分
の
南
面
は
三

m
突

出
し
て
あ
る
が
、

こ
う
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、

建
物
の
ほ
と
ん
ど
全
部
と
内
庭
は
一
望
の
内
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
児

童
の
生
活
状
況
は
常
に
把
握
さ
れ
、
負
傷
、
け
ん
か
、
迷
い
出
な
ど
の
事
故
防
止
に
も
な
る
。

北
棟
階
下
は
女
子
居
室
で
あ
っ
て
、

そ
の
東
に
隣
接
し
て
保
母
当
直
室
二
と
医
務
室
を
お
き
、

男
子
指
導
員
の
当
直
室
は
、

二
階
男
子
居
室
の
西
端
に
と
り
、
特
に
夜
間
管
理
に
留
意
し
た
。

西
棟
階
下
は
経
費
の
関
係
で
現
在
は
内
部
造
作
を
取
止
め
ピ

ロ
テ
ィ
!
状
に
し
て
あ
る
が
、

こ
の
東
側
に
は
住
み
こ
み
用
務
員
の
居
室
を
お
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
当
直

室
、
居
室
の
配
置
に
よ
っ
て
、
建
物
全
体
の
、
特
に
夜
間
の
管
理
を
考
慮
し
た
口

単
に
児
童
の
事
故
防
止
ば
か
り
で
な
く
、
盗

難
、
火
災
な
ど
に
対
す
る
保
安
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) 

児
童
居
室
・
広
廊
下

l
l北
棟
の
階
下
に
女
子
居
室
二
、
階
上
に
男
子
居
室
三
を
と
っ
た
。

男
子
居
室
を
多
く
し
た
の
は
、

男
子
入
所
児
童
の
多
い
た
め
で
あ
る
が
、
男
子
を
階
上
に
、

女
子
を
階
下
に
お
く
こ
と
に
は
、
特
別
な
養
護
上
の
理
由
は
な

い
。
総
二
階
の
建
物
で
は
、
階
上
の
方
に
余
裕
が
で
き
広
い
空
間
が
と
り
易
い
か
ら
で
あ
る
。

居
室
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

居
室
の
一
般
通
念
は
、
他
人
に
防
げ
ら
れ
な
い
安
定
し
た
生
活
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の
場
合
は
、
事
情
が
や
や
異
な
っ
て
く
る
。
精
神
発
達
が
乳
幼
児
の
段
階
を
こ

え
な
い
児
童
は
、
指
導
者
の
把
握
下
に
あ
る
生
活
時
間
の
比
率
が
高
く
な
る
。

こ
の
こ
と
は
居
室
内
で
私
生
活
を
楽
し
む
よ
う

な
生
活
場
面
は
少
な
く
、
居
室
は
む
し
ろ
寝
室
の
要
素
が
強
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

昼
間
屋
内
生
活

の
主
な
場
と
し
て
、
.
居
室
の
前
面
に
、
巾
二
・
八

m
の
広
廊
下
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

の
場
所
と
し
て
好
適
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
管
理
も
容
易
で
あ
る
。

明
る
く
暖
か
い
こ
の
広
廊
下
は
、
遊
び

夜
間
生
活
に
重
き
を
お
い
た
居
室
に
つ
い
て
は
次
の
諸
項
目
に
留
意
し
た
。

重
度
精
神
薄
弱
児
に
は
夜
尿
癖
が
は
な
は
だ
多



く
、
ま
た
、
大
使
失
禁
も
ま
れ
で
は
な
い
D

た
た
み
敷
き
と
す
る
乙
と
も
不
適
当
で
あ
る
口
そ
の
た
め
、
階
上
、
階
下
と
も
便
所
を
居
室
の
西
隣
に
と
っ
た
。
ま
た
、
室
内
を

普
通
の
乳
幼
児
と
は
異
な
り
、
体
格
に
相
応
し
て
排
池
量
も
多
い
か
ら
、
ふ
と

ん
を
通
し
て
た
た
み
ま
で
湿
気
が
き
て
、
腐
る
こ
と
も
あ
る
。
従
っ
て
、

い
段
を
つ
く
り
、

そ
の
上
面
は
す
べ
て
耐
水
合
板
張
り
と
し
た
。

た
た
み
を
全
廃
し
て
、
左
右
に
床
よ
り
も
三

om高

乙
こ
に
適
当
な
敷
物
と
寝
具
を
使
用
し
て
寝
せ
る
こ
と
に
し

e
-
S
A

、

J
j
，D
 
そ
の
敷
物
、
寝
具
の
材
質
は
何
が
適
当
で
あ
る
か
は
将
来
の
課
題
と
し
て
残
す
。

寝
台
は
、
定
員
を
固
定
し
、
夜
間
に
児
童
が
よ
く
落
ち
る
し
、
わ
ら
ぶ
と
ん
な
ど
の
材
料
に
も
問
題
が
あ
る
。

た
だ
し
、
夜

聞
に
特
別
な
処
置
を
要
す
る
少
数
児
童
の
扱
い
は
、

寝
台
で
な
い
と
不
便
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
普
通
の
男
女
居
室

の
便
所
に
近
い
部
分
と
、
階
上
西
端
の
特
別
居
室
に
は
、
寝
台
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
特
別
居
室
は
、
必
ず
し
も
常

用
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
般
児
童
と
分
離
を
要
す
る
特
殊
な
児
童
、
新
入
所
児
童
や
そ
の
同
伴
保
護
者
、

そ
の
他
の
不
使
用

時
に
は
、
実
習
学
生
、
来
訪
保
護
者
な
ど
の
臨
時
宿
泊
に
あ
て
る
乙
と
も
で
き
る
。

山
林
と
田
園
を
ひ
か
え
た
こ
の
地
は
、

ハ
イ
、

力
、
そ
の
他
の
昆
虫
の
発
生
も
多
く
、

窓
に
は
す
べ
て
網
を
張
る
こ
と
に
し

た
。
虫
に
き
さ
れ
て
も
無
関
心
で
あ
れ
ば
、

ノ
ミ
の
発
生
な
ど
も
多
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、

ノ
ミ
の
発
生
し
ゃ

す
い
た
た
み
は
望
ま
し
く
な
い
。

居
室
の
内
部
は
ノ
ミ
な
ど
の
発
生
す
る
す
き
間
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
に
し
た
。

夜
尿
癖
児
童
を
夜
間
に
起
す
こ
と
も
骨
が
お
れ
る
が
、

精
神
薄
弱
児
の
夜
間
の
管
理
は
普
通
児
童
よ
り
は
る
か
に
重
要
で
あ

る
。
単
に
寝
具
を
脱
い
で
い
る
と
い
う
程
度
以
上
に
、
各
種
異
常
癖
も
あ
る
。

他
、
事
故
の
可
能
性
も
あ
る
。
夜
間
の
見
廻
り
の
際
に
、
各
室
す
べ
て
の
戸
を
開
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
不
便
で
あ
る
。

性
的
悪
癖
な
ど
も
、
普
通
で
は
な
い
。

そ
の

外
国
の
例
に
も
、

ベ
ッ
ド
・
ル
!
ム
を
大
部
屋
に
し
て
い
る
の
が
あ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
管
理
の
両
面
か
ら
す
れ
ば
、
乳
幼

児
や
精
神
薄
弱
児
の
場
合
に
は
後
者
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
廊
下
に
面
す
る
居
室
の
戸
に

は
透
明
ガ
ラ
ス
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
D

廊
下
を
歩
け
ば
、
各
居
室
と
も
内
部
が
み
え
る
よ
う
に
し
た
が
、
で
き
あ
が
っ
た
結

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

二
七



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

二
八

果
か
ら
す
る
と
、
あ
ま
り
に
あ
け
す
け
で
、

い
ま
少
し
不
透
明
ガ
ラ
ス
を
加
え
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

(5) 

ス
ロ
ー
プ
1
1
1
ス
ロ
ー
プ
に
よ
っ
て
、
北
棟
の
階
上
、
階
下
か
ら
、

中
二
階
の
高
さ
に
あ
る
食
堂
と
結
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
は

前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

ス
ロ
ー
プ
は
%
ス
ロ
ー
プ
で
あ
る
か
ら
一
階
登
る
が
た
め
に
も
、
高
さ
の
八
倍
の
ニ

O
m
強
の
長
さ

が
必
要
に
な
り
、
面
積
を
く
い
、
経
費
も
高
く
な
る
。

こ
の
建
築
で
は
、

そ
の
下
を
食
堂
階
下
へ
の
通
路
に
と
っ
て
あ
る
が
、

一
般
的
に
は
下
を
倉
庫
そ
の
他
に
利
用
す
れ
ば
、

い
ち
じ
る
し
い
経
費
高
と
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
明
ら
か
に
経
費
の
か
さ

む
ス
ロ
ー
プ
を
用
い
た
の
は
、

よ
り
よ
く
敷
地
の
傾
斜
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

児
童
の
特
殊
性
の
た
め
で
あ
る
。

重
度
精
神
薄
弱
児
に
は
、
運
動
機
能
に
障
害
の
あ
る
者
が
多
い
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

階
段
の
上
り
下
り
に
困
難

で
あ
る
と
か
、
負
傷
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、

乙
の
ス
ロ
ー
プ
に
は
手
す
り
が
つ
け
て
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
特
に
障
害
が
な
く
て
も
、
児
童
施
設
で
は
階
段
は
危
な
い
。

個
人
宅
で
も
、
階
段
は
し
ば
し
ば
大
き
な

事
故
の
原
因
と
な
る
。
そ
れ
が
集
団
生
活
と
な
る
と
非
常
時
の
待
避
に
も
心
配
で
あ
る
。

ま
た
、
児
童
、
職
員
を
通
じ
て
、
階

段
は
物
の
運
搬
に
不
便
で
あ
る
。
特
に
こ
の
施
設
で
は
よ
ご
れ
た
寝
具
の
運
搬
の
頻
度
な
ど
も
高
い
。

ス
ロ
ー
プ
を
用
い
た
こ
と
に
は
、
児
童
の
生
活
の
便
利
、

れ
に
期
待
し
て
い
る
の
は
運
動
機
能
の
訓
練
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

安
全
と
い
う
意
義
が
大
き
い
が
、

い
ま
一
つ
乙

昭
和
三
十
七
年
に
大
阪
市
浪
速
区
に
で
き
た
愛
染
橋
保
育
所
に
も
同
様

な
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
口

こ
の
企
画
の
際
に
は
未
経
験
な
も
の
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
。

階
段
も
危
な
い
が
、

ス
ロ
ー
プ
を
走
り
加

速
度
が
つ
い
て
幼
児
が
負
傷
を
し
は
し
な
い
か
、
と
い
う
不
安
で
あ
る
。

し
か
し
、
使
用
数
年
の
経
験
の
結
果
は
逆
で
あ
る
。

大
阪
都
心
部
の
児
童
に
は
、
坂
道
を
走
っ
て
上
下
す
る
よ
う
な
経
験
が
な
い
。

わ
ず
か
の
坂
道
を
走
ら
し
て
も
乙
ろ
ぷ
が
、

乙

の
保
育
所
の
幼
児
は
乙
ろ
ば
な
い
。

そ
れ
だ
け
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
運
動
機
能
の
訓
練
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
、

こ
れ
は
安

全
の
訓
練
か
ら
み
て
も
大
き
な
こ
と
で
あ
る
。

運
動
機
能
に
障
害
が
あ
っ
た
り
、
未
発
達
で
あ
る
重
度
精
神
薄
弱
児
に
対
す
る

訓
練
的
意
義
も
、

こ
の
ス
ロ
ー
プ
に
期
待
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
屋
外
に
も
坂
は
あ
る
が
、

日
々
幾
回
も
上
下
す
る
生
活
内
の



(6) 
自
然
の
訓
練
と
と
も
に
、
乙
乙
を
計
画
的
な
訓
練
の
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
(
昭
三
八
、
二
、
新
建
築
)

便
所
、
洗
面
所
|
|
階
上
、
階
下
と
も
居
室
に
隣
接
し
て
あ
る
乙
と
は
、

排
池
の
習
慣
形
成
の
遅
れ
る
精
神
薄
弱
児
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
位
置
は
カ
ギ
型
の
カ
ナ
メ
の
部
分
で
あ
る
か
ら
、

単
に
居
室
ば
か
り
で
な
く
、
屋
内
い
ず
れ
の
部

分
か
ら
も
近
い
乙
と
に
な
る
。

便
所
へ
の
距
離
が
あ
る
と
、
遺
尿
、
失
禁
と
も
に
多
く
な
り
、
手
が
か
か
る
ば
か
り
で
な
く
、

習
慣
形
成
の
た
め
に
も
よ
く
な
い
。

便
所
に
し
て
も
、
洗
面
所
に
し
て
も
、
生
活
訓
練
の
場
、

い
わ
ば
教
室
で
あ
っ
て
、
普
通

よ
り
は
面
積
を
広
く
し
て
あ
る
。

手
洗
い
、
顔
洗
い
、
う
が
い
、
歯
み
が
き
な
ど
も
、

そ
の
自
立
に
も
た
ら
す
ま
で
に
は
長
い

し
で
あ
る
。

な
お
、 グ
ル
ー
プ
の
実
地
訓
練
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
、
広
い
ば
か
り
で
な
く
、
ナ
ガ
シ
も
長
く
し
、
蛇
口
の
数
も
多
く

乙
こ
で
は
児
童
の
体
格
差
を
考
え
て
、
ナ
ガ
シ
は
高
低
二
種
と
し
、
小
便
器
も
ス
ト
ー
ル
を
使
用
し
て
あ

訓
練
が
い
る
。

る
。
ま
た
、
水
洗
便
所
を
つ
ま
ら
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
乙
こ
で
は
径
約
三

O
m
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
大
パ
イ
プ
を
通
し
、

c
 

そ
れ
を
浄
化
槽
に
流
す
方
法
を
考
案
し
た
。
精
神
薄
弱
児
施
設
で
は
、
例
外
な
く
便
所
を
つ
ま
ら
せ
て
い
る
。
扱
い
を
知
ら
な

い
、
不
注
意
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
故
意
に
中
に
異
物
を
入
れ
る
と
い
う
興
味
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
用
い
た
特

別
の
装
置
に
は
問
題
は
あ
る
と
思
う
が
、
何
ら
か
の
特
別
の
考
案
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
異
物
を
入
れ
て
つ
ま
ら
せ
る

と
い
う
い
た
ず
ら
は
、
便
所
ば
か
り
で
な
く
、
手
洗
い
、

足
洗
い
の
排
水
口
な
ど
に
も
あ
る
こ
と
で
、
設
計
に
特
別
の
配
慮
を

(的
要
す
る
浴
室
|
|
浴
室
も
、

ほ
ぼ
前
者
と
同
じ
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
単
に
身
体
を
清
浄
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
指
導
を
す
る

ま
た
、
浴
槽
は
い
わ
ゆ
る
プ
!
ル
訓
練
を
考
え
て
普
通
よ
り
広
く
し
、
周

場
で
あ
る
。
従
っ
て
洗
い
場
も
広
く
と
っ
て
あ
る
。

固
に
は
パ
イ
プ
を
つ
け
、
訓
練
装
置
を
取
り
つ
け
得
る
よ
う
に
天
井
面
に
は
鉄
材
を
渡
し
て
あ
る
。

な
お
、
特
殊
設
備
と
し
て
は
、

一
隅
に
小
浴
槽
を
別
に
設
け
て
、

身
体
の
よ
ご
れ
が
ひ
ど
い
な
ど
一
般
児
童
と
区
別
を
要
す

し
体
不
自
由
児
、
幼
児
を
考
慮
し
て
、
大
浴
槽
に

ま
た
、

る
児
童
、
下
洗
い
を
要
す
る
児
童
の
入
浴
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

二
九



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

O 

は
手
す
り
つ
き
の
階
段
を
設
け
た
が
、
手
の
不
自
由
な
児
童
の
た
め
の
手
ぬ
ぐ
い
し
ぼ
り
に
も
な
る
。

(8) 

食
堂
、
調
理
室
1

1
西
棟
階
上
に
設
け
ら
れ
た
食
堂
は
、

北
棟
の
階
上
、
階
下
か
ら
ス
ロ
ー
プ
で
結
ば
れ
、

こ
の
意
味
で
は

建
物
の
中
央
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
乙
と
に
な
る
。

広
自
に
と
り
一

O
O名
の
食
事
を
可
能
に
し
て
あ
る
の
は
、
増
員
の
場

合
の
考
慮
も
あ
る
が
、

こ
こ
が
食
事
訓
練
の
場
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

普
通
の
施
設
で
あ
れ
ば
、
全
員
の
会
食
と
団
撲
の
場
で

あ
る
が
、

こ
こ
で
は
職
員
っ
き
き
り
の
食
生
活
指
導
の
場
で
あ
る
。

重
度
精
神
薄
弱
児
に
は
、
食
事
動
作
の
自
立
も
容
易
で
な

い
が
、
放
置
す
れ
ば
他
人
の
残
り
も
の
を
子
づ
か
み
で
食
べ
た
り
す
る
。

異
食
癖
な
ど
も
多
い
し
、
晴
好
の
特
殊
な
者
も
あ

マ
h
v
o

う
に
設
計
し
た
。

食
堂
に
隣
接
す
る
調
理
室
内
部
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、

食
堂
と
の
聞
に
は
、
出
し
入
れ
の
小
窓
も
設
け
た
が
、
調
理
室
の
一
部
と
食
堂
の
床
面
を
同
一
に
し
、

能
率
化
を
考
え
、
作
業
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
ワ
ゴ

ン
が
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
D

こ
う
す
る
と
汁
物
の
運
搬
な
ど
特
に
楽
に
な
る
が
、
調
理
室
内
で
は
ワ
ゴ
ン
は
配
膳
台
の

役
も
は
た
す
こ
と
に
な
る
D

な
お
、
冬
期
作
業
中
の
職
員
の
冷
え
こ
み
も
考
え
て
、
可
能
な
範
囲
は
板
張
り
と
し
た
。
固
い
コ

ン
ク
リ

i
ト
の
上
に
立
つ
乙
と
は
、

下
か
ら
の
冷
え
こ
み
が
ひ
ど
い
ば
か
り
で
な
く
、
疲
労
を
増
す
も
の
で
あ
る
。

(9) 

洗
濯
室
、
衣
類
整
理
関
係
設
備
|
|
西
棟
階
下
に
洗
濯
室
、
同
階
上
に
衣
類
整
理
室
及
び
衣
類
庫
、

食
堂
屋
上
に
物
干
場
を

設
け
、

こ
れ
を
リ
フ
ト
で
結
び
、
関
連
を
よ
く
し
て
あ
る
。

こ
の
関
連
が
悪
い
と
能
率
が
お
ち
る
。
児
童
収
容
施
設
一
般
で

は
、
被
服
の
量
が
多
く
、

そ
の
洗
濯
、
補
修
、
整
理
、

格
納
な
ど
の
た
め
の
設
備
が
、
建
築
全
体
で
は
か
な
り
の
比
重
を
占
め

よ
ご
れ
や
破
損
が
ひ
ど
い
か
ら
洗
濯
回
数
も
補
修
の
量
も
多
く
、
か
っ
、
発
育
に
よ
る
廃
棄
、
新
調

る
。
成
人
と
異
な
っ
て
、

も
し
ば
し
ば
と
な
る
。
そ
れ
が
精
神
薄
弱
児
に
な
る
と
い
っ
そ
う
は
な
は
だ
し
い
。

遺
尿
、
夜
尿
、
失
禁
の
回
数
も
多
く
、
量

も
多
い
。
寝
具
の
よ
，
こ
れ
だ
け
で
も
大
へ
ん
で
あ
る
。

ス
ロ
ー
プ
を
設
け
た
の
も
、

こ
れ
ら
の
運
搬
の
便
利
も
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
リ
フ
ト
に
よ
る
連
絡
を
よ
く
し
た
の
も
、

そ
の
能
率
へ
の
考
慮
で
あ
る
。

洗
濯
を
よ
く
し
て
も
、
完
全
に
臭
気
が
と
れ



1.食堂

2.スロープ

1 玄関
2 事務室

3 面会室

4 面接室

5 医務室
6 更衣室

7 物置
8 職員便所

9 戦員宿泊室

10 児童居室(女子)

11 洗面所

12 便所

13 広廊下

14 スロープ

15 浴室

16 脱衣室

17 衣料庫

18 洗濯室

19 将来予定部分

(暖房機械室，汚物処理場等)

20 既設遊般室
21 浴室ボイラ-

A 訓練用プール

B 砂場

G 歩行訓練場(レンガ敷)

D 箱式ブランコ

E 創作遊具

F スベリ台

G 回転遊具

H ネットクライミンフ

3.児童洗面所，便所

4.ヒナン通路

5.洗濯干場

6.将来予定部分
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O 物置

2 職員便所

3 児童居室(男子)

4 洗面所

5 便所

6 広廊下

7 スロープ

8 特別居室

9 静養室

10 職員宿泊室

" フトン康

12洗濯整理室

13食堂

14厨房

15下洗場

16避難通路

2階平面図

A 本館

B 児童部宿舎

C 遊戯室

D 教室

E 運動場

F成人部宿舎

G 椎茸林

H農圏
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な
い
。
物
干
場
を
屋
上
に
設
け
た
こ
と
に
は
、

こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
る
。

。。
内
庭

l
l東
は
遊
戯
室
、
北
は
管
理
諸
室
と
居
室
を
ふ
く
む
北
棟
、

西
は
ス
ロ
ー
プ
と
食
堂
を
ふ
く
む
西
棟
で
囲
ま
れ
、

ひ

ら
け
た
南
は
ゆ
る
や
か
な
斜
面
と
な
っ
て
貯
水
池
に
お
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
建
築
の
前
面
に
あ
っ
て
美
観
を
そ
え
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

乙
乙
が
日
照
が
よ
く
、
北
風
は
さ
え
ぎ
ら
れ
、
四
季
の
屋
外
生
活
の
場
と
し
て
快
適
な
心
身
の
健
康
の
た

め
の
空
間
で
あ
り
、
し
か
も
全
体
の
見
通
し
が
よ
い
、

こ
れ
が
内
庭
に
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
棟
西
隅
が
児
童
の
出
入
口
で
、

こ
こ
に
足
洗
い
、
下
足
棚
を
設
け
る
が
、

食
堂
前
か
ら
も
階
段
で
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
。

可
能
な
ら
ば
、
飛
石
、
芝
生
な
ど
を
配
し
て
、
上
足
の
ま
ま
出
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

屋
内
、
屋
外
の
関
連
は
い
っ
そ
う
よ

く
な
る
。

し
か
し
、

こ
こ
の
内
庭
に
は
、
普
通
の
意
味
の
健
康
生
活
の
み
で
な
く
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の
心
身
機
能
の
訓
練
の

場
を
予
定
し
て
い
る
。

ス
ベ
リ
台
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
既
成
遊
具
も
置
く
が
、
深
浅
二
筒
の
機
能
訓
練
プ

l
ル
、
広
い
砂
場
に

配
し
た
ス
カ
ラ
プ
チ
ャ
そ
の
他
を
設
備
し
た
。

固
い
を
ど
う
す
る
か
、
植
栽
計
画
を
ど
う
す
る
か
な
ど
は
、
ま
だ
決
定
し
て
い

F
A
R
-
f
A

、

手
ι、
J
V
ふ
μ

そ
れ
に
も
単
な
る
美
観
で
な
く
、
閉
さ
れ
精
神
機
能
を
刺
戟
し
開
発
す
る
も
の
を
考
え
た
い
。

し
か
し
、
運
動
機
能

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
構
成
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、

え
」
胃
り
に

に
し
て
も
、
興
味
に
し
て
も
、

基
本
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
誌
掲
載
の
三
宅
照
子
、
島
千
鶴
子
「
精
神
薄
弱
児
の
運
動
能
力
調
査
」

も
、
そ
れ
を
提
供
し
て
く
れ
る
好
資
料
で
あ
ろ
う
。

五

建
築
計
画
及
び
設
計
の
主
題

基
本
的
条
件
及
び
設
計
の
概
要
の
な
か
で
、

企
画
設
計
に
つ
い
て
の
、

一
般
的
な
問
題
か
ら
個
々
の
事
例
に
い
た
る
ま
で
詳
し

く
説
明
し
て
き
た
。

乙
〉
で
は
、

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
建
築
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
か
、

実
施
案
の
決
定
か
ら
設
計
に
至
る
ま
で
の
過
程
に

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚

四

内
包
さ
れ
た
主
要
な
問
題
点
、

ω
施
設
計
画
の
条
件

l
i
一
般
に
社
会
福
祉
施
設
等
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、

精
神
薄
弱
者
収
容
施
設
な
ら
精
神
薄
弱
者
収
容
施
設
と
し
て
の
条
件
)

い
い
か
え
れ
ば
こ
の
建
築
の
主
題
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。

各
施
設
の
類
別
に
よ
る
基
本
的
条
件
(
例
え
ば

然
で
あ
る
。
が
、
更
に
、

そ
の
計
回
す
る
施
設
の
管
理
運
営
の
方
針
、

を
満
足
さ
せ
る
よ
う
十
分
な
考
慮
を
は
ら
う
こ
と
は
当

ま
た
収
容
者
に
対
す
る
教
育
訓
練
上
の
考
え
方
が
、
計

画
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
に
な
る
。

特
に
民
間
施
設
の
場
合
は
、
個
々
の
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
特
性
を
も
っ
て
い
て
諸
方
針
に
差
が
あ
る
場
合
が
多
い
。
今
回
の
よ

う
に
、
伝
統
あ
る
施
設
の
改
築
の
場
合
、

特
に
そ
の
面
に
つ
い
て
の
把
握
が
十
分
適
切
で
な
い
と
完
成
し
た
施
設
の
特
性
が
全

く
一
変
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
以
上
述
べ
た
こ
と
は
、
過
古
及
び
現
在
に
み
ら
れ
る
状
況
を
そ
の
ま
〉
持
ち

込
む
こ
と
は
意
味
し
な
い
。

よ
り
良
い
方
向
に
そ
の
特
性
を
発
展
さ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

施
設
の
諸
要
素
は
前
節
の
項
目
に
み
ら
れ
る
が
、

説
明
に
あ
る
よ
う
に
個
々
の
要
素
か
ら
全
体
構
成
に
至
る
ま
で
桃
花
塾
の

管
理
運
営
面
と
教
育
訓
練
上
の
方
針
が
、

こ
の
計
画
設
計
の
中
で
十
分
消
化
さ
れ
、
形
態
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

実

施
案
決
定
ま
で
、
前
記
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
費
し
た
の
も
、

精
神
薄
弱
者
収
容
施
設
と
し
て
の
基
本
的
条
件
と
、
桃
花
塾
に

お
け
る
施
設
の
特
性
と
を
把
握
し
、

そ
れ
ら
を
計
画
図
の
上
で
確
認
す
る
作
業
の
た
め
で
あ
っ
た
。

全
体
計
画
の
条
件

l
1
当
初
二
・
一
ニ
の
計
画
案
が
あ
っ
た
が
、
実
施
案
の
原
案
と
な
っ
た
計
画
は
、
最
初
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た

(2) 
も
の
で
あ
り
、
結
果
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
他
の
案
は
乙
の
原
計
画
案
に
つ
い
て
前
述
の
諸
条
件
を
検
証
す
る
た
め
に
提
出
さ
れ
、

か
っ
、
問
題
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
建
設
敷
地
は
、

段
丘
状
に
南
に
低
く
な
っ
て
貯
水
池
に
面
し
て
い
る
南
北
方
向
が
長
い
矩
形
状
の

土
地
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
中
段
の
東
側
に
あ
る
遊
戯
室
一
棟
は
当
分
の
間
撤
去
せ
ず
に
そ
の
ま
〉
利
用
す
る
こ
と
、
又
、
将

来
増
築
部
分
は
貯
水
池
に
面
し
た
南
側
に
配
置
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
。

つ
ぎ
に
、

こ
の
敷
地
に
は
、
円
か
ら
本
館
へ
通
じ



る
南
北
の
通
路
か
ら
入
る
し
か
方
法
が
な
い
。

不
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
(
参
照
、
配
置
図
)

円
か
ら
貯
水
池
沿
い
に
南
側
に
通
路
を
つ
く
る
こ
と
は
、
増
築
計
画
か
ら
み
て

こ
う
し
た
敷
地
条
件
の
も
と
で
、

原
計
画
案
は
ほ
と
ん
ど
実
施
案
に
近
い
平
面
及
び
断
面
の
構
成
を
と
っ
て
一
部
を
=
一
階
建

に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
二
、
三
の
計
画
案
の
う
ち
の
一
つ
は
、

そ
の
全
体
構
成
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
児
童
の

安
全
を
考
え
て
、
児
童
関
係
室
を
す
べ
て
一
階
(
地
盤
面
上
)

に
配
置
す
る
乙
と
を
主
題
と
し
た
も
の
で
、

管
理
棟
、
男
・
女

居
室
棟
、
食
堂
、

サ
ー
ビ
ス
棟
等
の
数
棟
と
し
、
食
堂
を
軸
に
し
て
内
庭
を
囲
ん
で
配
置
し
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
口

し
か
し
、
敷
地
条
件
か
ら
建
物
が
分
散
し
た
形
に
な
る
上
に
、

建
物
聞
に
多
く
の
高
低
差
が
生
じ
て
、
全
体
と
し
て
変
化
が

多
す
ぎ
、

一
括
し
た
管
理
体
制
が
と
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
増
築
計
画
の
余
地
が
十
分
確
保
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、

管
理
運
営
上

の
問
題
が
多
く
、
廃
案
に
な
っ
た
。

乙
〉
で
は
、

建
築
全
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
し
か
も
簡
潔
に
ま
と
ま
っ
た
計
画
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

向。童
の
昼
と
夜
の
生
活
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
(
空
間
)

実
施
計
画
案
の
決
定

l
lも
う
一
つ
の
主
要
な
案
は
、

児
童
の
居
室
が
主
に
寝
室
の
用
途
と
な
る
乙
と
を
前
提
と
し
て
、
児

を
与
え
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
食
堂
、
広
縁
な

居
室
(
寝
室
)

を
西
南
の
一
階
に
配
置
し
、

厨
一
房
等
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
西
側
に
配
置
し
、
そ
し
て
男
女
児
童

将
来
南
に
増
築
さ
れ
る
児
童
居
室
と
関
連
づ
け
る
計
画
で
、
簡
単
に
い
え
ば
、
実

ど
児
童
の
昼
間
利
用
空
間
を
中
心
に
し
て
管
理
部
を
東
側
に
、

施
案
の
食
堂
の
位
置
に
男
女
の
居
室
が
、

居
室
の
位
置
に
食
堂
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
レ
ベ
ル
で
配
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
o 

こ
の
案
は
、
児
童
居
室
の
日
照
、

サ
ー
ビ
ス
ヤ

i
ド
の
位
置
、
階
の
構
成
等
に
つ
い
て
も
一
つ
の
提
案
を
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。しか
し
、

こ
の
案
に
は
、
次
に
の
べ
る
よ
う
に
、

児
童
居
室
、
増
築
計
画
、
管
理
教
育
方
針
等
に
関
し
た
重
要
な
問
題
点
が

精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

一五



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

ーよ4・
ノ、

存
在
し
て
い
た
。

ま
ず
、
児
童
の
生
活
空
間
の
機
能
的
分
離
に
つ
い
て

は
考
え
ら
れ
な
い
。
居
室
の
用
途
を
完
全
に
寝
室
と
限

定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
広
縁
と
共
に
児
童
占
有
空

間
と
し
て
児
童
の
生
活
の
拠
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
食
堂
は
食
事
訓
練
の
場
で
あ
っ
て
、
児
童

機能図

の
生
活
の
中
心
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
昼
間
の
場
は
、

中
庭
、
遊
戯
室
、
教
室
等
充
分
に
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
児
童
占
有
空
間
、

い
い
か
え
る
と
児
童

の
全
生
活
を
管
理
部
(
事
務
室
、
職
員
住
宅
)

の
直
轄

下
に
置
き
、

し
っ
か
り
と
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

更
に
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の
収
容
定
員
は
、
現
在
教

育
上
六

0
1七
O
名
を
限
度
と
考
え
て
い
る
。
増
員
す

る
場
合
は
、
軽
度
か
重
症
心
身
障
害
児
か
成
人
女
子
を

対
象
と
す
る
や
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
増
築
計
画
は
現
在
の
施
設
の
単
な
る
拡
張
と
は
限
ら
ず
、
現
在
の
施
設
と
密
接
に

関
連
あ
る
も
の
を
追
加
す
る
と
い
う
意
図
も
な
い
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
実
施
案
が
決
定
し
た
。
実
施
案
は
、
中
心
の
児
童
占
有
空
間
を
東
側
の
管
理
部
と
西
南
の
中
二

階
の
食
堂
と
で
囲
ん
だ
形
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
桃
花
塾
の
特
性
を
十
分
に
表
現
し
た
よ
う
な
形
態
と
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
(
参
照
、
機
能
図
)



(4) 

設
計
上
の
主
眼
点
1

1

こ
の
実
施
案
の
設
計
上
主
眼
と
し
た
点
は
、

精
神
薄
弱
児
の
生
活
の
場
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

感
覚
を
基
調
と
し
て
、
家
庭
的
落
ち
つ
き
、

あ
た
〉
か
み
、

そ
し
て
解
放
感
の
あ
る
空
間
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
案
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
広
廊
下
を
と
っ
た
児
童
居
室
と
、

食
堂
と
、
両
者
を
結
ぶ
ス
ロ
ー
プ
の
部
分
が
、
企
画
の
上

か
ら
も
、
ま
た
空
間
の
上
か
ら
も
建
築
の
主
要
な
構
成
要
素
と
な
る
。

北
側
に
並
ん
だ
居
室
と
南
側
の
広
廊
下
と
は
、

一
群
の
児
童
占
有
空
間
と
し
て
廊
下
の
東
西
面
に
扉
を
つ
け
て
区
画
し
、

室
と
し
て
構
成
し
た
。

窓
と
扉
で
構
成
し
て
い
る
。 そ
の
た
め
、
居
室
と
広
廊
下
の
間
仕
切
は
、
管
理
上
の
理
由
も
あ
る
が
、
す
べ
て
透
明
ガ
ラ
ス
入
り
の

広
廊
下
の
南
面
は
、

一
階
は
中
庭
を
前
に
し
て
全
面
引
違
い
扉
で
、
二
階
は
上
段
引
違
い
窓
、
下

段
は
め
殺
し
と
し
て
床
ま
で
窓
枠
で
構
成
し
、
解
放
的
に
扱
っ
た
。

ま
た
二
階
に
バ
ル
コ
ニ
ー
を
造
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
児

童
の
安
全
管
理
の
た
め
で
す
る
。

ス
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
%
勾
配
と
建
築
基
準
法
上
い
っ
ぱ
い
に
お
さ
え
て
短
く
し
た
が
、

北
側
の
便
所
前
の
廊
下
と
南
側
食

堂
前
の
ホ

l
ル
を
で
き
る
だ
け
広
く
と
っ
て
安
全
性
を
考
え
た
。

乙
れ
は
ス
ロ
ー
プ
自
体
の
不
安
感
を
消
し
視
界
の
拡
が
り
に

よ
っ
て
空
間
に
落
ち
着
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
。

食
堂
に
つ
い
て
は
、

機
能
上
男
女
両
居
室
の
中
央
に
位
置
す
る
も
の
で
建
築
の
全
体
構
成
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
も
の
で
あ

る
が
、

一
方
面
積
上
の
要
求
も
あ
り
半
地
階
部
分
よ
り
張
り
出
さ
せ
て
、
外
観
上
そ
の
特
徴
を
形
態
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
他
、
洗
面
所
、
便
所
、
浴
室
等
児
童
利
用
空
間
は
十
分
に
広
く
と
り
、

諸
設
備
と
共
に
児
童
の
生
活
指
導
、
訓
練
の
場

と
な
る
よ
う
配
慮
し
た
こ
と
は
、
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
計
画
の
主
要
点
を
建
築
全
体
と
し
て
統
一
し
な
が
ら
、

実
施
設
計
が
完
了
し
た
。
し
か
し
、
設
計
当
初
、
児

童
の
生
活
の
場
す
な
わ
ち
館
と
し
て
の
性
格
表
現
を
強
調
し
て
、

マ
ン
サ
!
ド
の
よ
う
な
二
段
勾
配
屋
根
と
し
、
鉄
板
瓦
棒
葺

精
神
話
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

七



精
神
薄
弱
者
施
設
桃
花
塾
児
童
部
の
建
築
計
画
(
碓
井
・
岩
崎
・
平
塚
)

八

で
仕
上
げ
る
案
で
あ
っ
た
が
、
予
算
の
都
合
上
陸
屋
根
に
変
更
し
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

(5) 

色
彩
計
画

l
l全
体
と
し
て
、

落
ち
着
き
と
明
る
さ
、
ま
た
清
潔
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
、

ク
リ
ー
ム
と
グ
リ
ン
系
で
統
一

し
た
。外
観
は
周
囲
の
豊
富
な
樹
木
の
緑
に
調
和
す
る
よ
う
に
黄
土
色
を
薄
め
た
色
彩
と
し
、

窓
枠
は
緑
系
の
濃
い
灰
色
と
し
た
D

屋
内
は
、
設
計
上
の
主
眼
点
に
し
た
が
っ
て
、
児
童
空
間
と
、
食
堂
と
、

そ
の
他
の
部
分
を
、

そ
れ
ぞ
れ
性
格
づ
け
て
色
彩

計
画
を
行
な
っ
た
。

児
童
空
間
は
静
的
で
明
る
く
、
食
堂
は
や
〉
活
動
的
な
感
じ
、

そ
の
他
は
両
者
の
中
間
的
な
色
彩
を
用

い
、
清
潔
な
感
じ
に
ま
と
め
て
み
た
。
た
だ
し
、
天
井
は
白
色
で
統
一
し
て
い
る
。

児
童
空
間
の
床
(
広
廊
下
と
居
室
の
床
の
部
分
)

は
白
色
と
し
、

広
廊
下
の
部
分
の
み
男
子
(
二
階
)

は
緑
色
、
女
子

階
)
は
赤
色
の
タ
イ
ル
を
と
ば
し
て
変
化
を
も
た
せ
た
。
柱
等
の
部
分
は
白
プ
ラ
ス
タ
!
塗
り
で
あ
る
が
、
壁
は
児
童
の
安
全

を
考
慮
し
て
ベ
ニ
ヤ
板
貼
り
と
し
て
う
ぐ
い
す
色
で
仕
上
げ
た
。

一
方
、
食
堂
の
床
は
、
朱
み
が
か
っ
た
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
壁
は
ク
リ
ー
ム
系
で
あ
る
。

廊
下
そ
の
他
の
床
は
、

ク
リ
ー
ム
系
の
灰
色
、
壁
は
グ
リ
ー
ン
系
の
淡
色
を
使
用
し
た
口

た
Y
し、

ス
ロ
ー
プ
は
、

は
っ
き

り
と
視
覚
に
う
っ
た
え
る
よ
う
、

そ
の
部
分
の
み
エ
ン
ジ
色
の
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
タ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。

外
観
を
み
、

一
、
二
階
の
広
廊
下
に
立
ち
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
べ
た
こ
の
建
築
の
企
画
、
設
計
の
主
要
点
は
、
完
成
し
た
建
築
の

中
二
階
の
食
堂
前
の
ホ

l
ル
に
立
っ
て
周
囲
を
み
わ
た
し
た
と
き
、
十
分
に

こ
う
し
て
、
桃
花
塾
新
児
童
部
は
誕
生
し
た
。

理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
建
築
が
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
桃
花
塾
児
童
部
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
生
き
て
い

る
施
設
の
特
性
を
適
格
に
把
握
し
、

よ
り
よ
く
発
展
さ
せ
て
、
形
象
化
し
え
た
意
味
で
、

ひ
ろ
く
一
般
に
、
精
神
薄
弱
児
収
容
施

設
の
一
つ
の
典
型
に
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
D


